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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業禁止中に営業　食中毒再発
2月14日の新聞報道に「神奈川県茅ケ崎市の飲食店が食中毒で営業禁止中に営業を行い、食中毒が再発したため保健所が告発、営業者が警察に逮捕された」とありました。過去にも同様な事例がありますので紹介します。
今回の食中毒の概要
　　神奈川県茅ケ崎市の飲食店でノロウイルス食中毒が発生し、2012年12月15日に茅ヶ崎保健福祉事務所が営業禁止処分とした。しかし、営業禁止に従わずに営業を続け、男女4人に飲食を提供し、うち3人からノロウイルスが検出された。1月10日に同事務所が県警に告発し、2月13日に県警が営業者を食品衛生法違反で逮捕した。

営業者は営業禁止処後も店内の照明を暗くするよう従業員に指示して営業を続けた。県警が確認したところ、処分後に同店で飲食した客は計32人いる。
過去の事例
１．1999年8月北海道小樽市の寿司屋
観光客に知られた寿司屋で、腸炎ビブリオ食中毒が発生し、保健所が営業停止処分とした。しかし、営業停止期間中に裏口から客を入れて営業を続け、腸炎ビブリオ食中毒が再発した。保健所が警察に告発し、平成12年３月6日札幌地方裁判所は、施設に対し罰金６万円、営業者に懲役３か月（執行猶予３年）の判決を下した。なお、寿司ねたと発症者との関連が断定できなかったので、業務上過失障害では起訴されていない。患者総数251人
２．2000年8月から9月東京都豊島区の仕出し屋
東京都豊島区の仕出し屋から配達をされた弁当により病原性大腸菌食中毒が発生した。保健所が自粛を指導したのにもかかわらず営業を続け、再発した。営業停止処分中には、無許可の自宅で弁当を調製した。調査の結果発症のピークは３回あった。平成13年3月5日東京地方裁判所は、法人に対して罰金10万円（法第32条、法第30条第1項及び法第4条第3号を適用）、代表者（個人）に対して懲役10か月（執行猶予3年）（法第30条第1項、第4条第3号及び刑法第25条第1項を適用）の判決を下した。患者総数754人
３．2004年3月福井県小浜市の旅館
旅館の懐石料理によりノロウイルス食中毒が発生した。保健所が調査中なので旅館に営業自粛を要請し、旅館は「予約の料理は外注する」と回答した。しかし、懐石料理を調理したメイン厨房と異なる厨房で、同一調理人が調理し、ノロウイルス食中毒が再発した。患者便２検体、調理従事者便２検体、拭き取り検査１検体のノロウイルス遺伝子を解析ところ、ほぼ一致し感染源が同一で、提供された食品全般が調理従事者由来のノロウイルスに汚染された可能性が高いと考えられた。患者総数54人
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　私の経験では、飲食店に営業自粛を要請したが、予約があるからと、聞き入れられず営業を継続した店がありました。この時は、幸いに食中毒の再発はありませんでした。（笈川）
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